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参加者委員  ＪＩＡ  鎌田吉敬 ＪＣＤ 日下大祐、藤田眞 ＳＤＡ 大河原誠人 

 ＫＤＡ 久保勇人、上出栄治、 映像 上原 訓( 

検討事項   キーワード・議論の流れの・現実化するための方針・予算案 

決定事項   映像・脚本（流れ）・司会のプロを入れる事 
全体ディスカッションのテーマ 

新型コロナウイルス感染拡大の前後のデザイン 

司会進行…香川大学創造工学部 井藤教授(大学入試に関係で多忙) 

 ⇒ 松原氏(11 月 19 日久保さんからの連絡) 

開催日候補  2 月 16 日 平日１８：００～決定 

討論内容 

討論のキーワード 意見のあったもの  

持続可能なデザイン・新しい価値・ポストコロナ・ＩＣＴリテラシー・ニューノーマル 

分散型社会 

 議論の流れ     分かり易さが大切 ＊前回の起承転結案で良いかと思います。 

組立として、共感の得られる事 

              セミナー形式でなく、全員参加型。相互で意見交換が出来るセミナーの構築 

全体としては、話が纏まらなくても良いかと。 

 予算          全体構成予算として５０万円で考える。足らない場合は、参加団体で補填する。 

              繰越予算として、２０万円位は、残す。 

予算構成  
映像編集 ３０万円位まで ４団体紹介映像各５分 

⇒各団体の動画については 5 分は長いので 3 分程度でよい。（上野氏） 

スライドショーのようなイメージ 

ＹouＴube 配信用の討論部分編集２０～３０分 

                          

脚本 （進行表） ５～１０万円   全体の流れを示すもの ７０分  

司会        ６～７万円     

予備          ３万円→会場費・備品レンタルが必要 

依頼方針      ４団体紹介映像 最高の表現で、４団体を輝かせてください！！ 

映像 必要な画像・動画をお送りする。各団体の活動について知って頂く。 

脚本 盛り上がり 
ＪＣＤ 今年のアワード上位作品プラス支部会員の作品  

ＳＤＡ サインとは…説明、紹介とともに作品動画、映像を流す、全国受賞作品、過去最近 

ＫＤＡ 業種の幅が広く、ビデオ作製、ＰＰＴ画像 

 

大まかな説明、台本（大枠）、文字数等、各団体の写真、VTR、テキスト編集 



 

Ａ４版１ページ、約３分 

 

台本のパターン、様式を提供（上原） 

各団体紹介 ２０分程度＋ディスカッション４０分 ⇒ ７０分程度のＶＴＲ 

 当日の会場構成  ４団体のブースに分かれる 各団体は 2～3 名位までの参加 

マイク 3～4 本 カメラ スイッチャー4 系統 

司会者同じ部屋で参加 

              カメラ・マイクがあり、そこで発言を行う。台数等の詳細は、再度検討 

              会場候補 頭脳化センタービル・サンメッセ香川  

 

 開催日程      ２０２１年 ２月 16 日 18：00～決定 

 成功のカギ     ホストの能力と脚本 

 その他        イベントに関わる人達が積極的に参加して頂き、ZOOM 利用の楽しい会議にする。 

 

今後の進め方 

 

各団体代表による実行委員会（ＷＧ）設置 

 

会場 

 

頭脳化センタービル 空き状況(冨野) 

空き状況確認 

 

次回打合せ  12 月 22 日（水） 午後で現地視察兼ねるかどうか後日連絡  

 

 

 

宿題  司会の依頼 井藤先生にコンタクト→11 月 18 日 ご辞退 

                            松原永季さん確認→２月中旬は、お受け出来るとの事 


